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行 政 報 告

平成２１年福島町議会第１回定例会にご参集をいただき誠にありがと

うございます。

それでは、１２月２４日開催の平成２０年第２回定例議会以後の行政

報告を申し上げます。

なお、この間の諸行事等の報告については、別紙に印刷のうえ、皆様

のお手元に配布しておりますのでご了承願います。

はじめに

★ 「プレミアム商品券」の発行について

燃料や食料価格の高騰による町民の生活不安を解消し、生活者を応援

するとともに町内経済活性化を目的として、国の「地域活性化・緊急安

心実現総合対策交付金制度」を活用したプレミアム商品券が、福島町商

工会から売り出されましたが、１月２６日に予定の８万４千枚を完売し

たとの報告を受けております。

なお、本券の有効期間は３月３１日までとなっておりますので、実績

報告があり次第、詳細についてご報告申上げます。

★ 福祉灯油助成事業の給付について

１２月定例会で予算補正をいただきました、福祉灯油助成事業の状況

がまとまりましたので、ご報告いたします。

期限の１月中までに申請のあった３１４件を審査した結果、全員に給

付することが決まりましたので、地区の民生委員を通じて各家庭へ給油

券を配布し、２月中に給油を終えております。
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★ 定額給付金事業について

定額給付金事業につきましては、３月４日に支給対象者に申請の案内

を郵送しており、現在、各地区の会館など１９箇所で、１５日までの日

程で申請の受付を行っているところであります。

今後の事務作業といてしましては、金融機関などへの引継ぎ作業のう

え、３月末日の１回目の支給に向けた準備を進めているところでありま

す。

なお、病院等へ入院されている方や長期不在者等への対応に当たって

は、地域の福祉委員などと連携を図ると共に、職員が直接状況把握をす

るなどして、すべての対象者へ支給できるよう対策を講じてまいります。

★ 漁業協同組合の取扱高について

昨年の漁業経営は燃油の高騰等で厳しい経営を余儀なくされましたが、

漁業協同組合の漁獲取扱高は、管外の水揚を含め前年より２億５，９２

２万円減の、２１億５，５０５万円で終了したとの報告を受けておりま

す。

ヤリイカ、タコ、マグロ漁等の鮮魚が前年より２億４，２９６万円の

減、また、養殖昆布は増産はしたものの、価格が安値で推移したとのこ

とで、前年より６，６５７万円減の６億１，４３９万円の取扱とのこと

でありました。

これから始まる本格的な春漁に大いに期待をしているところでありま

す。

★ 治山事業について

道発注の吉野から館崎地区にかけての落石防止柵補修工事及び雪崩防

止柵設置工事につきましては２月中に３箇所すべて完成したとの報告を

受けております。

★ 日向林道災害復旧事業について

12 月議会において補正計上いたしました日向林道災害復旧事業につ

きましては施行計画、事業実施期間について関係機関とも再度協議した
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ところ現場が山間部でもあることから厳冬期間を避けて、春先から夏場

にかけての現年災明許繰越事業とし、３月下旬に発注し８月中の完成を

予定いたしております。

★ 建設事業について

函館土木現業所において、７月初旬に発注された道道岩部渡島福島停

車場線女郎岬地区法面対策工事については１２月下旬に完成しており、

日出地区法面対策工事については、明許繰越事業として昨年実施した箇

所の下部工を１月中旬に発注されたとのことであります。

福島大橋下流左岸側の災害復旧工事、福島川河道掘削工事につきまし

ては、年度内完成に向けて現在施工中とのことであります。

また、豊浜地区急傾斜地崩壊防止工事については、埋蔵文化財関係の

設計変更が完了次第、工事を再開するとの報告を受けております。

次に、２級河川福島川改修受託事業につきましては、１月２８日をも

って支障物件の移転補償及び用地取得事務を完了しております。

また、函館開発建設部では、吉田橋架換えに伴う迂回路設置のための

補償物件調査業務を実施中とのことであります。

★ 教育行政に関する点検・評価について

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、新

たに教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行について点検・評価

を毎年行い、これを議会へ提出するとともに公表することとされました。

これを受けて教育委員会では、昨年末に各学校評議員をメンバーとす

る外部評価委員会を設置し、内部評価作業も含めて５０項目にわたる平

成１９年度事務・事業の点検評価を実施し、その内容集約を終えて２月

末に議長に報告書の提出を行い、点検評価内容は、町ホームページ等を

活用して公表することとしているところであります。

平成２０年度分以降の点検評価の実施にあたっては、初年度である今

回の報告書をベースとして、点検事項等の精度をさらに高めるよう努め、

平成２０年度の点検評価につきましては、今秋の決算審査時期に議会に

対して報告できるよう事務を進めてまいりたいとのことであります。

以上で、平成２０年第２回定例議会以後の行政報告を終わります。


